
予想問題_令和 7年度_建設必須_労働力不足×維持管理 

 

 

 

 

 

 1 

技 術 士 - I n d e x  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



予想問題_令和 7年度_建設必須_労働力不足×維持管理 

 

 

 

 

 

 2 

( 1 ) イ ン フ ラ 施 設 を 適 切 に 維 持 管 理 す る た め の 課 題  

1 ) 多 様 な 人 材 が 働 き や す い 職 場 環 境 の 構 築  

 女 性 の 就 労 者 の 割 合 は 、 全 国 平 均 の 約 4 5 % に 対 し

て 、 建 設 業 は 約 1 7 % と 低 い 。 一 方 、 5 5 歳 以 上 の 高 齢

者 の 割 合 は 、 全 国 平 均 の 約 3 2 % に 対 し て 、 建 設 業 は 約

3 7 % と 高 い 。 ま た 、 在 日 外 国 人 の 数 は 年 々 増 加 傾 向 に

あ り 、 建 設 業 へ の 就 労 者 の 割 合 は 約 1 2 % で あ る 。 こ の

よ う な 環 境 で 労 働 力 を 確 保 す る に は 、 女 性 の 入 職 者 を

増 や す こ と や 、 高 齢 者 や 外 国 人 を 活 用 す る こ と が 必 要

で あ る 。 よ っ て 、 人 材 面 の 観 点 か ら 、 い か に 多 様 な 人

材 が 働 き や す い 職 場 環 境 ① を 構 築 す る か が 課 題 で あ

る 。  

 

2 ) 省 力 化 ・ 省 人 化 の 推 進  

 建 設 か ら 5 0 年 を 経 過 す る 施 設 の 割 合 は 、 今 後 加 速

度 的 に 増 加 す る 。 例 え ば 、 道 路 橋 は 現 在 が 約 3 7 % 、 2 0

年 後 は 約 7 5 % に な る 。 港 湾 施 設 は 現 在 が 約 2 7 % 、 2 0

年 後 は 約 6 8 % に な る 。 こ の よ う に 急 激 に 増 加 す る 老 朽

化 イ ン フ ラ を 維 持 管 理 す る た め に は 、 点 検 や 補 修 ・ 補

強 を 効 率 的 に 行 う 技 術 が 必 要 ② で あ る 。 よ っ て 、 技 術

面 の 観 点 か ら 、 イ ン フ ラ 施 設 の 維 持 管 理 を い か に 省 力

化 ・ 省 人 化 す る か が 課 題 ③ で あ る 。  

① 背景が現状の説明ばかりになっており、なぜ職場環境なのかが分かりません。現状の説明を少なく

して、問題点（多様な人が働きづらい環境である旨）を説明しましょう。 
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3 )  地 域 イ ン フ ラ 群 の 再 生 戦 略 マ ネ ジ メ ン ト の 展 開  

 維 持 管 理 が 必 要 な イ ン フ ラ は 、 全 国 の 市 町 村 等 に 広

範 囲 に 分 布 し て お り 、 そ の 種 類 も 多 種 多 様 で あ る 。 一

方 、 約 5 0 % の 市 町 村 が 、 土 木 系 職 員 が 5 名 以 下 に な る

等 、 施 設 を 管 理 す る 人 材 が 不 足 し て い る 。 こ の よ う な

状 況 の 中 、 少 な い 人 数 で 、 広 範 囲 か つ 多 種 多 様 な イ ン

フ ラ を 計 画 的 に 維 持 管 理 す る 必 要 が あ る ④ 。 よ っ て 、

計 画 面 の 観 点 ⑤ か ら 、 地 域 イ ン フ ラ 群 の 再 生 戦 略 マ ネ

ジ メ ン ト の 展 開 が 課 題 で あ る 。  

 

( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

② 効率的に進めるための必要性は、問題文ですでに述べられています。技術とありますが、もう少し

技術について踏み込んだ記述がほしいところです。デジタル技術の活用、i-construction、IoTなど

など 

③ これも②と同じです。少ない労働力で維持管理とありますので、問題の条件と重複しているように

見えます。「おいしい料理を作る方法は？」と聞かれているのに「おいしく作ることです」と答え

ているようなものです。省人化・省力化の方法をもう少し具体化すれば良いと思います。 

④ これもこれまで同様、人材が不足していること、少ない人数で維持管理する必要性は問題文に書い

てあります。群マネを結論とするなら、行政界にとらわれず広域で管理すること、多分野のインフ

ラをまとめて管理すること、更新や集約・再編、新設も組み合わせることなどを必要性として述べ

た方が良いと思います。 

⑤ 計画面とはどのような立場、見方なのかよく分かりません。この場合ですと、広範囲や行政界を超

えてといった側面があるので、「広域性の観点」などいかがでしょうか。 
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 最 重 要 課 題 は 、「 多 様 な 人 材 が 働 き や す い 職 場 環 境

の 構 築 」 で あ る 。 選 定 理 由 は 、 技 術 や 計 画 を 充 実 さ せ

る た め に も 、 ま ず は 人 の 確 保 が 優 先 と 考 え た か ら で あ

る 。 以 下 に 解 決 策 を 示 す 。  

1 ) 育 児 と 両 立 で き る 職 場 づ く り  

 2 5 歳 か ら 4 9 歳 の 離 職 者 は 、 男 性 が 男 性 離 職 者 全 体

の 4 0 % 、 女 性 が 女 性 離 職 者 全 体 の 6 0 % で あ る 。 こ の た

め 、 以 下 に 示 す 育 児 と 両 立 で き る 職 場 づ く り を 行 う

⑥ 。  

 

① 施 工 時 期 の 平 準 化 、 適 正 な 工 期 設 定 ⑦ ： 公 共 工 事 に

お い て は 、 債 務 負 担 行 為 を 活 用 し て 複 数 年 に ま た が る

契 約 を 行 う 。 こ れ に よ り 、 4 ~ 6 月 の 閑 散 期 に 工 事 を 行

い 、 繁 忙 期 の 負 荷 を 軽 減 す る 。 ま た 、 余 裕 期 間 制 度 を

活 用 し 、 受 注 者 が 工 期 を 選 択 し や す く す る 。  

 

② 遠 隔 化 に よ る 現 場 環 境 の 改 善 ： I C T 施 工 に よ り ⑧ 、

建 機 の 操 作 や 現 場 検 査 を 遠 隔 化 す る 。 こ れ に よ り 、 リ

モ ー ト ワ ー ク で 現 場 作 業 の 対 応 が 可 能 に な り 、 子 供 の

送 迎 等 の 子 育 て に 費 や す 時 間 を 創 出 す る ⑨ 。  

⑥ ここは解決策を書くところなので、現状を詳細に述べるよりも、解決策（具体例）にスペースを割

いた方が良いと思います。→「女性の離職を防止するため、育児と仕事を両立できる職場づくりを

行う。具体的には・・・」 

⑦ 職場の話になっていません。これは、制度や仕組みといった事柄であり、課題と不整合になってい

ます。また、育児との関係も不明確です。 
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2 ) 建 設 キ ャ リ ア ア ッ プ シ ス テ ム （ C C U S ） の 活 用  

 C C U S に 保 有 資 格 や 就 業 履 歴 を 登 録 ・ 蓄 積 す る 。 こ

れ に よ り 、 企 業 が 外 国 人 や 定 年 退 職 後 の ベ テ ラ ン 技 術

者 等 の 能 力 ・ 経 験 を 客 観 的 に 把 握 で き る よ う に し 、 雇

用 の 機 会 を 創 出 す る ⑩ 。 ま た 、 登 録 す る 技 能 者 は 、 能

力 ・ 経 験 に 応 じ た 処 遇 を 受 け ら れ る よ う に な る た め 、

離 職 の 防 止 に 繋 が る 。  

 

3 ) 多 様 な 人 材 に 適 し た 業 務 の 創 出  

 働 き が い の 向 上 が 離 職 防 止 に 繋 が る 。 そ こ で 、 雇 用

し た 多 様 な 人 材 に 適 し た 業 務 を 創 出 す る 。 例 え ば 、 風

車 の 維 持 管 理 で は 、 海 外 の 風 車 メ ー カ ー と 協 議 が 必 要

に な る 場 面 が あ る た め 、 語 学 堪 能 な 外 国 人 を そ の 部 署

に 配 属 ⑪ す る 。  

⑧ 「・・・により・・・。これにより」と続いてしまうので、「ICT施工を導入し」としてはいかが

でしょうか。 

⑨ 「・・可能となり・・・創出する」は構文がおかしいですね。→「現場作業をリモート化すること

で、」 

⑩ 目的が、雇用機会の創出になっています。働きやすい職場環境の構築が課題ですから、良好な職場

環境を作るうえで CCUSを活用することとしないと論点がずれているように見えます。外国人や高

齢者でも能力にあった適切な処遇を実現することにより、職場環境を改善するといった論調にすべ

きでしょう。つまり、後述にある部分（「また」以降）が本論になると思います。 
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( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 応 策  

1 ) 災 害 発 生 リ ス ク の 増 加  

 現 場 の 遠 隔 化 に よ る 現 場 経 験 の 不 足 や 、 外 国 人 の 採

用 に よ る 言 葉 や 文 化 の 壁 、 身 体 能 力 が 低 下 し て い る 高

齢 者 の 再 雇 用 等 に よ り 、 補 修 ・ 補 強 工 事 等 の 現 場 作 用

時 の 災 害 発 生 リ ス ク が 増 加 ⑫ す る 。  

 対 策 は 、 女 性 や 高 齢 者 に 対 し て 、 パ ワ ー ア シ ス ト ス

ー ツ を 導 入 し 、 作 業 負 荷 を 軽 減 す る 。 A R グ ラ ス を 導

入 し 、 現 場 の 危 険 個 所 や 作 業 手 順 を リ ア ル タ イ ム で 可

視 化 す る ⑬ こ と で 、 作 業 者 に 注 意 を 促 す 。  

 

( 4 ) 業 務 遂 行 の 要 点 ・ 留 意 点  

 必 要 と な る 要 件 は 、 技 術 者 倫 理 の 観 点 で は 、 公 益 ・

安 全 ・ 健 康 ・ 福 利 の 優 先 で あ る 。 社 会 持 続 性 の 観 点 で

は 、 環 境 ・ 経 済 ・ 社 会 に お け る 負 の 影 響 の 低 減 で あ

⑪ 「多様な」とありますが、語学が堪能な外国人と条件が付いていることに違和感があります。また、

ただの人事であり、業務を創出していません。さらに、建設部門の技術者としてのアピールがなく、

一般論に見えます。 

⑫ これを言ってしまっては、解決策に問題があるように見えてしまいます。人材の多様化が引き起こ

すリスクは、例えば、「仕組みが複雑になる」、「業務手順等の見直しが必要になる」、「勤怠管

理や評価制度が複雑化する」などが考えられます。 

⑬ 多様な人材が働きやすい職場環境の構築という課題の解決策ではありませんか。むしろ、これらを

解決策として述べるべきと考えます。 
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る 。 業 務 遂 行 に お い て は ⑭ 、 こ れ ら に 留 意 す る 。  以

上  

 

⑭ 「業務として遂行するに当たり」とあるので、「業務遂行において」では当たり前です。例えば、

「業務の各段階で、常にこれらを意識するよう留意する。」といった具合に場面設定を的確に示し

ましょう。 


